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最近はコンピュータだけでなく,家 電製品

にも広 くマイクロコンピュータのような半導

体製品が使われることが普通になってきた。

しかし大規模集積回路(LSI)に 代表 される

複雑な半導体 システムの開発 と製造は,一 般

に非常に高価で大規模な設計 ・製造設備が必

要 となる。したがって,大 学でLSIの 研究

を行おうとしても,設 計 ・製造設備を導入す

ることは困難であり,も っぱらシミュレーシ

ョンや理論面での研究が行われてきた。

しかしアメ リカではMOSISと いう大学間

のLSI試 作サービスが1981年 に始まり,大

学での研究においても,理 論だけでなく実際

に設計 したLSIチ ップによる検証が可能 と

なった。このような実デバイスによる研究結

果は,何 より工学的インパク トが大 きく,説

得力がある。日本で も1996年 に東京大学の

鳳紘一郎教授を中心 として大規模集積システ

ム設計教育研究セ ンター(VDEC)が 発足

し,大 学でのLSI設 計試作環境が実現され

た。このVDECに は大 き く分 けて以下の4

つの役割がある。

・設計用のCADソ フ トのライセンス配布

・設計データのLSIメ ーカへ試作依頼

・試作LSIの 評価支援

・LSI設 計のためのセ ミナー開催

VDECで は,全 国9地 区に拠点校 を設け,

それらを中心に各地区ごとに役割を分担する

という構想があり,福 井 ・石川 ・富山の北陸

3県 および新潟県の北陸地区の拠点校である

金沢大学に,「VLSI設 計設備」 と称 する各

種設備が導入されている。

設計用の32台 のワークステーションと計

算サーバ が置かれて いる 「VLSI設 計室」

は,講 義や研究におけるLSI設 計のために

利用されている。この設備を利用して,例 え

ば金 沢 大 学 で は学 部4年 生 を対 象 と して ハ ー

ドウ ェ ア記述 言語 を用 い た論 理 回 路 の設 計 と

FPGAに よ る実 現 を行 う演 習 を 開 講 し て い

る。 また,い くつ か の研 究 室 で 信 号 処理 回路

な どの 設 計 ・試作 例 が 出 て きて お り,研 究活

動 面 で も成果 が 出 て き て い る。 北 陸 地 区 の ほ

か大 学 で も,金 沢 大 学 で 運 営 して い るCAD

ソ フ トの ライ セ ンスサ ーバ を利 用 して研 究 活

動 な ど に 役 立 て ら れ て い る。 また 各 種 設 計

CADの 講 習 会 も開催 され て い る。

今 年 度 か ら運 用 が 開始 され た 「VLSI評 価

室 」 に は,LSIの 動 作評 価 の た め の各 種 装 置

が 導 入 さ れ て お り,VDECで 試 作 したLSI

を含 めて 各種 半 導 体 素 子 の 加 工 ・評 価 に利 用

され て い る。 導入 され た主 な設 備 に は以 下 の

よ う な もの が あ る。

・デ ジ タルLSIテ ス タ(ATS-100)

・電子 線 プ ローバ(E1380)

・電 子線 描 画 装 置(ELS-3700)

・収 束 イ オ ン ビー ム加 工 装 置(FIB200)

・プ リン ト基 板 作 成 装 置(CircuitWriter)

・半 導体 パ ラ メ ー タ アナ ライ ザ(HP4156)

・セ ミオ ー トプ ロー バ(A-PM-50A)

これ らの各 種 設 備 は,現 在 の とこ ろ北 陸地

区 の 大学 ・企 業 の関 係 者 は事 前 に申 し込 め ば

利 用 す る こ とが で きる。

以 上 の よ うなLSI設 計 ・評 価 設 備 が 導 入

され て い る 金 沢 大 学 のVLSI設 計 設 備 で あ

るが,ま だ導 入 され てか ら 日が 浅 い た め,残

念 な こ とに利 用 率 は あ ま り高 くない 。興 味 の

あ る 方 は,ぜ ひ ご利 用 ・ご活 用 いた だ きた い

と考 え て い る。

金 沢大 学VDECサ ブ セ ン ターの ホー ムペー ジ

http://vla.ec.t.kanazawa-u.ac.jp:8080/

vlsi/

LSI評 価設 備 の一 部(LSI

テスタと電子線プ ローバ)

LSI設 計 環境 と試作 チ ップ

の例
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